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50年度の合冊発行予定は当初は3回であったそれが，もう 1回だけ，年度内に発行でき
ることとなった。
過去2年間，印刷費の急騰になやみ，予定変更をやむなくさせられた経験から， 50年度
の印刷予算は，多少の印刷費騰貴をみこんでたてられた。ところが皮肉なもので，そのよ
うな用意のあるときは，騰貴ぶりはそれほど大きくない。それどころか，印刷業界は，特
別なものを除いて一般に不況にあふられ，競争入札の場合には，見込より低い経費で落札
される例が多くなった。本誌も，はからずもその恩恵をこうむることになり，ほぽ1合冊
分の印刷費が浮いたので、ある。そして幸いなことには，これに応じて原稿を提出してくれ
た研究者があり，ここに予想外の第4合冊の誕生となったのである。
この，原稿がそろったということに注目したい。原稿は何よりも研究の成果であり，そ
して，執筆の意欲の結果である。形としてできあがるまでには，企画をたてたときから何
年かたってしまうのが通常である。だから，今ここに本合冊の4編がそろったというのは少
そういう研究の蓄積があらわれた点で重要な事実なのである。
私は，このことが大事なことだと思う。研究に値いすることならば，それが何年後に原
稿となるか必らずしも約束はできない一一ーもちろん早い方がいいには違いないが。けれ
ども多くの意味ある研究が蓄積されて，やがていつかそれが突ってゆく。まず研究をする
こと，これが何よりも発端である。研究行政の立場から言うと，研究者に研究をする機会
と条件を与えること，その保障が何よりも発端にととのわなければならない。
本学の都市研究は，組織としては，むしろはかないものでしかない。それに，ここ数年
来，予算は実質減とならざるをえなかった。都市研究を飛躍的に発達させようという願望
は停止させられ，そうしているとしぼもうとさえしている。しかしそれで、も，機会と条件
がいくらかでもあれば，何かはできてゆく。それらが不十分なだけに，できあがり方は遅
々としており，目ざましくはないかもしれないが，何かできてゆく道だけは聞かれる。
今われわれはわずかにそのようなことに活路を見る思いで都市研究を続けている。苦し
い中ではあるが，研究者の各位が蓄積を続けてくれることとともに，都当局が早くこれに
具体的な励ましを与えてくれることとを，念願せざるをえない。
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